〈様式１〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（園長へ提出）
　　
中堅教諭等資質向上研修　受講者に関する調査票
　
　この「受講者に関する調査票」は，受講者の得意・不得意の分野や能力・適性等を明らかにし，受講者に最も適切な「研修計画」の立案に役立てるものです。
　＜記入方法＞
1 「観点」欄と「内容」欄は，各分野で研修の必要性を判断する際の視点を示している。
2 まず，受講者がこれまでの保育を振り返り，Ⅰ欄を記入する。次に，下記の内容について自己評価する。
    ③　園長に提出し，面談を通し指導を受け，Ⅱ欄を記入する。
    ④  研修終了後，受講者がこれまでの研修を振り返り，再度自己評価をする。
　　⑤　園長から指導を受け，Ⅲ欄を記入する。
                           （幼稚園名　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　                  ）
※各項目ごとに○を付ける。（A：十分できている，B：できている，C：やや不十分である，D：不十分である）
	分
野
	観　　点
	内　容
	研修前評価
	研修後評価

	教
育
課
程
	・教育課程の編成と
　評価計画の作成
	・園全体の運営方針・目標を把握し，その実現に向け，自
　分の職務に応じて具体的実施計画を評価計画とともに作
　成することについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D

	
	・教育課程の実施
	・編成した計画を職務全体に反映させ，園の実態に即して
　実施することについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D

	
	・実施した教育課程
　の評価
	・幼児一人一人の育ちを設定したねらいに照らして計画を
　多角的に見直すことについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D

	
	・成果と課題の検討
　改善策と実施
	・新たな課題について，原因と背景を明らかにして改善策
　を考え，次の指導に活かして実施することについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D

	幼
児
理
解
	・幼児理解の計画と
　評価計画の作成
	・幼児を理解することの意味を知り，幼児理解のための計
　画を園の実態を踏まえて立案するとともに，評価計画を
　作成することについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D

	
	・計画の実施
	・カウンセリングの技法を活かし個々の要求を知り，状況
　に応じた多様な関わりをすることについて

	A  B  C  D
	A  B  C  D

	
	
	・幼児とともに活動し，幼児の言動や表情から，幼児を理解しようとすることについて
	A  B  C  D
	A  B  C  D

	
	・幼児理解の評価
	・実際に幼児が生活する姿から発達の状況，個々のよさや
　可能性などを捉え，それに関わる教師の手立てが適切で
　あったかなどの視点から評価することについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D

	
	・成果と課題の検討
　改善策と実施
	・新たな課題について解決の意欲をもち，常に幼児理解の
　ための手立てを見直し，次の指導に活かすことについて
	A　B　C　D
	A  B  C  D


	分
野
	観　　点
	内　容
	研修前評価
	研修後評価

	特
別
支
援
教
育
	・障がいのある幼児の
　理解と指導の立案
	・障がいのある幼児に対する理解を深め，幼児の障がいの程度に合った指導を立案することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・障がいのある幼児の
　指導
・交流教育
	・他の教師，家庭及び専門機関と連携しながら，幼児の発
　達を全体的に促すことについて
・障がいのある幼児との交流を含め，友達をはじめ，様々な　人々との交流を位置付けて指導することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・障がいのある幼児の
　指導の評価
	 ・幼児の発達を見とり，適切な指導が行われたかどうか，
　 多角的に評価することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・新たな課題と改善
	・新たな課題について解決に意欲をもち，常に指導を見直
　し，改善を図り実施することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	幼
児
の
指
導
	・指導計画の作成と
　評価計画の作成
	・幼児の実態と発達を，幅広い視野（入園から卒園まで，
　小学校教育との連携，地域との連携，交流教育など）か
　ら見つめ，長期と短期案を作成し，評価計画を作成する
　ことについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・指導の実施
	・環境の構成や教師の役割を工夫し，幼児が望ましい方向
　に向かって自ら活動を展開するように保育することにつ
　いて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・指導の評価
	・幼児の発達と教師の指導の両面から，幼児の実態を捉え
　たねらいの設定，援助などを，多角的に評価することに
　ついて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・新たな課題と改善
	・新たな課題の解決に向け意欲をもって当たり，常に保育
　の改善を図り実施することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	子
育
て
支
援
	・支援計画と評価計
　画
	・子育て支援の果たす役割を理解し，自分の職務において
　できる取組について多様な視点から考え計画し，評価計
　画を立てることについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・支援計画の実施
	・ねらいと内容を具体化し，様々な手だてを取り入れたり，
　工夫したりしながら実施することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・実施の評価
	・幼児教育センターとして機能しているかどうか，保護者
　や地域との連携を密にしながら，評価することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D

	
	・新たな課題と改善
	・評価結果を基に問題点を明確化し，その改善策を調査研
　究し実施することについて
	A  B  C  D
	A　B　C　D


	受　講　者　記　入　欄
	Ⅰ
	【これまでの教育活動で，特に力を入れてきたこと（園長との面談前）】


	
	Ⅱ
	【自分の得意・不得意分野や能力や適性（園長との面談後）】



	
	Ⅲ
	【園長との面談を通して（研修後）】
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